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2000年6月に倉敷のギャラリ－ K にて個展を行ったO
このギャラリーは、大きく二つの空間に分けることがで
き、それぞ、れを、 MONOLOGUE、 DIALOGUEというタイ
トルを付け構成した。私の作品は、参加型のものが多く、
観覧者が直接作品に触れて、その動きを体験できるよう
に作られている。いわゆる対話型（DIALOGUE）である。
今回は、それと対を成す一人芝府を意味する
MONOLOGUEの空間を表現し、二つの世界を築いた。こ
こでは、そのMONOLOGUEについて焦点を当て解説し
てゆく。
MONOLOGUEの憐成要素として、オルゴールのムー
ヴメントが埋め込まれた木製の球体が21個、それとそれ
らが演じるためのスクエアーなステージで成り立ってい
る。 MONOLOGUEといっても、完全な自動装置ではな
く、やはり私の作品上、人の手を借りずには動き出さな
い。木製の球体は、オルゴールの巻軸を介して二つの半球
が繋がってできている。それぞれを捻るように逆方向に
廻すと、オルゴールの巻鍵が曜をかれ、ゼンマイの力でそれ
ぞれの半球が逆閲転に動き、球体が生き物のように不規
則に転がる。その不規則な動きは、回転軌を中心からずら
してあるのと、オルゴールのムーヴメントが埋め込まれ
ている部分のほうが重たく、回転すると重心が移動する
ことによって生まれる。
この球体のサイズは、直径lOOmmo オルゴールのムー
ヴメントを壊め込むことができる最小の大きさである。
微力なオルゴールのゼンマイで動かすには、軽量にした
ほうが抵抗が少ないので都合が良い。さらには、ムーヴメ
ントと木材との重さの違いがより顕著に現れことも、重
心の移動が起こり易く、不規則な転がり方を生むのに－
1~買っている。
材質は、チーク。さまざまな樹種で検討してみたが、比
重と樹肌の筒係で、チーク材が最も適していた。それぞれ
の半球は、同一部材から削り出しており、木目が繋がって
いる。これは、一塊であることを強調したいためのデザ、イ
ン上の拘りである。
埋め込まれているオルゴールには、当然出が存在する
が、この場合、曲が何であるかは、問題ではない。球体の動
きと曲のテンポが合っていることが重要である。オル
ゴールのドラムの爪を折ることによって、音数を減らす
ことはできるかもしれないが、単独でも演じることがで
きるように、既存の曲目から選ぶことにした。ゆっくりと
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した動きと比較的テンポが合っていて音数が少ない、
“WHEN YOU WISH UPON A STAR （患に願いを）”とし
た。 21偲すべてこの幽から成る。これは、同時に鳴ったと
きに不協にならずに、互いに響き合うようにするためで
ある。実際に複数を同時に動かすと、凶が何であるかは認
識しにくいが不快さはなく、一塊の音のシャワーに感じ
る。これは、音色と音域が問ーであるから起こるといえる
であろう。
ギャラリーでのMONOLOGUEの空間は、ほほ正方形
の床面で、壁面ともに白色をしている。言わばまっ白い空
間である。そこにランダムに転がる木製の球体が演じる
ステージとして、枠の付いた白い台を設置した。そのス
テージ上を複数の球体が不規則に転がり、ぶつかったり、
軌道を変えたり、響き合ったりして、 MONOLOGUEが成
まする。舞台の始まりは、ゼンマイを巻くという儀式とし
て、人の手を借りなくてはならないが、その後は球体の動
きと奏でる音でMONOLOGUEが演じられる。
最後に付記しておきたいことがあるのそれは、木製の球
体をモチーフに、時計の形態を借りた装置を壁面に配し
たことだ。言わば舞台装置として。球体がもしも動いてい
なくても、時だけは刻まれていく・・・。
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